
～きびしく 高く 美しく ～

島根県立安来高等学校 全日制 普通科

「 3つの方針」

目指す（ 期待される） 学校像

120年の歴史と伝統の上に、地域の期待を担う安来市唯一の普通科高校として

・生まれ育った地域にある高校で、多様な進路実現を可能にする学校

・学習と部活動や生徒会活動など諸活動で得た達成感・充実感が反映され互いに相乗効果を持っ

て質の高い文武両立を目指す学校

・地域と連携した活動を取り入れ、地域に愛される学校

育てたい生徒像 生徒育成方針（ グラデュエーション・ ポリシー）

教育目標「きびしく 高く 美しく」のもと

きびしく自らを律し目標と信念を高く持ち美しく豊かに生きる

時代の青年の育成を目指す

１ きびしく ～態度～自分と向き合う力

よりよい（地域）社会の創り手として、自分自身を律し責任ある行動がとれる生徒

２ 高 く ～スキル～課題と向き合う力

新たな価値の創造のために高い理想を持ちその実現に向けて行動し学び（探究）し続けるこ

とのできる生徒

３ 美しく ～価値～他者と向き合う力

地域への愛着を基盤に多様な価値観を認め合う共生社会を生き抜くことができる生徒

生徒をどう育てるか 教育課程編成方針（ カリキュラム・ ポリシー）

全ての教育活動を通じて以下の実践を図る

・確かな基礎学力を培い、主体的な学習者を育てる授業・行事の実践

・生涯を見通したキャリアデザイン力を育み、レジリエンスを醸成する活動の実践

＊しなやかな強さ・復元力

・地域や社会での活動等を通して、他者尊重・自己肯定感・有用感の醸成を図る活動の実践

どんな生徒を待っているか 生徒募集方針（ アドミッション・ ポリシー）

「きびしく・高く・美しく」を追求できる生徒

・自ら学ぶ意欲と姿勢を持ち努力し続けることができる生徒

・学業と諸活動に積極的に取り組み文武両立を目指そうとする生徒

・他者と協調して豊かな情操を身につけようとする生徒

Founded in 1901



情報科学高等学校グランドデザイン 

Ⅰ スクール・ミッション 

１ 校訓  《明朗・気概・思いやり》 

２ 教育目標（ 本校の使命）  

普通教育ならびに情報・ビジネスに関する専門教育を施し、健康で、心豊かな人間性を育成する 

① 地域を担う、情報・ビジネスに関する将来のスペシャリストの育成【専門性の育成】 

② 社会人としての規範意識や倫理観を身につけた感性豊かな人間の育成【人間力の育成】 

Ⅱ スクール・ポリシー 

［ グラジュエーション・ポリシー］  

１ 目指す生徒像 

～地域との協働を通じたデジタルイノベーション創出人材の育成～ 

２ 身につけさせたい資質・能力 

① 地域の課題や動向に関心を持ち、主体的に取り組む能力（ 主体性）  

●自己変革につながる目標設定力 

●「なぜ? 」を深掘りする探究力 

② 他者と円滑な人間関係を構築する能力・協働する能力（ 協働性）  

●社会で通用する自己表現力・発信力 

●他者の意見や価値観を受容する力 

●チームで協働し実践する力 

③ デジタルテクノロジーを活用し新たな価値を創造する能力（ 創造性）  

●新たな価値を創造しようとする気概 

●課題解決のために IT を活用する力 

［ カリキュラム・ポリシー］  

３ 教育課程の編成及び実施に関する方針 

① 普通教育ならびに情報・ビジネスに関する専門教育を実施する 

② 学校設定教科「地域探究 」を通じて、以下の学習を実施する 

●地域の魅力や課題を学ぶ 

●学びと課題を結びつけ解決する学習を実施する 

●自分が取り組むべきと認識した課題解決型学習の実施 

③ 教科・科目や分野を超えた教育の展開 

●持続的な授業改善 

●複数教科の連携による教科横断的な授業展開 

●全校体制での探究 型学習の実施 

［ アドミッション・ポリシー］  

４ 入学者の受け入れに関する方針 

① 求める生徒像 

●中学校段階までの基礎学力を身につけた生徒 

●情報・ビジネスに関する学習に対して興味・関心がある生徒 

●地域から学び、地域に貢献しようとする意欲を持った生徒 
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宍道高等学校スクールポリシー

1 . 《 本校のミッショ ン》

生徒一人ひとりが、色々な人のなかで、つながったり、見つけたり、学びあったり

しながら、 『 自分らしい生き方をデザイン』 していく ことを後押しする。

「 発見敬愛自律」 の校訓のもと、多様な学習履歴、学習動機をもつ生徒のニーズに

対応したきめ細かな教育活動を通して、生徒一人ひとりが、自分らしい生き方を発見し、

さまざまな人と関係を築く 力をつけ、社会的自立を果たしていく ことを目指します。

《 目指す生徒像》

１ ） 主体的に学ぶ意欲をもち、自分らしさを生かすことができる生徒

２） 社会とのつながりのなかで、自ら考え行動し、協働できる生徒

３） 自然や文化を愛し、自分と多様な他者をともに大切にできる生徒

《 入学希望者に求める生徒像》

１ ） 入学を希望する定時制または通信制課程の特色を理解し、学習に積極的に

取り組もうとする意欲と学力を有する生徒

２） 学校行事、部活動等の特別活動、地域社会での諸活動など多様な活動に意

欲的に取り組もうとする生徒

３） 日々の学習や経験から得たことを生かし、自分の将来について真摯に考え

ようとする生徒

４） 学校や地域社会の一員として必要な規範意識、基本的な生活習慣や態度を

身につけようとする生徒

2. Ｒ４年度重点的な取組

１） Ｉ ＣＴ を活用した教育活動の推進

２） 「 みずうみのかぜ」 を活用した地域との連携・ 協働の推進

３） 外国につながりをもつ生徒の受入体制構築（ ２年目）

3 . 教育課程編成・ 実施方針

１） 多様な学習ニーズに応え、主体的に学ぶ意欲を育成し、学力の向上を図る。

① Ｉ ＣＴ の活用の推進と実践例の蓄積

② 「 わかる」 「 受けてよかった」 と思う授業の実践に向け、授業改善を推進

③ 観点別学習評価の実施と検証、 R５年度開講の新科目に向けた準備

④ 学校設定科目「 日本語理解」 の指導及び卒業に向けた校内体制の研究



２ ） 自己理解、自己決定の機会を工夫し、社会的自立に向けキャリア教育を推進する。

① ＣＣＰの改善と新たな取組

② キャリアパスポート の有効活用

③ 適切な進路情報の提供と個々の進路実現に向けた支援

３） 安全で安心できる環境をつく る。

① さまざまな立場の人による全校体制での生徒の見守り

② 生徒に係る情報の適切で有効な共有(生徒支援委員会、通Ｍ、定Ｍ、年次会等)

③ ルール、マナーを守る規範意識の涵養と多目的ホールの有効活用

４） 多様な人と協働する場を支援する。

① 地域と連携・ 協働した教育活動の裾野を広げる

② 「 まなびのキセキ☆発表会」 等での発信、意見交換等





島根県立横田高等学校スクールポリシー

学校教育目標（目指すべき資質・能力）

「耕心培学」～心の田を耕し、学徳を培う～

(1)自己実現力（自己有用感、主体的行動力）

(2)コミュニケーション力（協働力、対話力）

(3)多様性理解力（地域関係頻度、多文化理解力）

(4)課題解決力（課題発見・探究力、創造力）

※あわせて上記の土台となる「学びに向かう気持ち」の醸成に力を入れる

卒業の認定に関する方針（育てる生徒像：グラデュエーション・ポリシー）

何ができるようになるか・どのような生徒を育成するのか

四方よしの心を持ち、未来を描ける人材

(1)自分に自信を持ち、可能性や未来を信じることができるひと

(2)思いやりを持ち、互いを高め合うことができるひと

(3)郷土、日本、世界を知り、異なる文化を受け入れることができるひと

(4)社会課題を自分事とし、解決に向けて挑戦することができるひと

【教員の想い】奥出雲町唯一の高校として、地域の期待に応え、地域の課題に寄り添い、地域の未

来に貢献する人材を共に育てたい

【地域・保護者の想い】奥出雲町への愛着と誇りをもち、自らとふるさとの未来を切り拓いていく

力を身につけ、様々な形で奥出雲町に関わりを持とうとする生徒を育ててほしい

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

何を学ぶか・どのように学ぶか・どのように育成するのか

自ら未来を切り拓いていく力を持ち、地域に貢献できる人材の育成のため、

多様な進路志望に応じたキャリア形成を目指す教育課程を編成する。

入学者の受け入れに関する方針（求める生徒像：アドミッション・ポリシー）

●自主性を持つとともに、他者への思いやりを持つ生徒

●自分の視野を広げ、たくましく社会で生きようとする生徒

●学習や部活動などの様々な教育活動に主体的に励み、活力ある高校生活を送ろうとす

る生徒







令和５年度飯南高等学校カリキュラム･ポリシー

１．自らの人生を主体的に切り拓いていく力の育成を目指します

○これからの時代の先進地域、飯南町をフィールドとする「 生命地域学」を中心に

２．学校の教育活動全体を通して、体系的・ 系統的に授業を実施します

○探究的な学習の推進

○基礎・ 基本を重視し、習熟度別少人数指導を展開して学力向上を図る

○Ｉ ＣＴ機器の活用

○２年次からのコース選択

２年次： Ⅰ型（ 就職・ 専門学校向け）、Ⅱ型（ 大学・ 短大向け文理混合クラス）

３年次： Ⅱ型文系・ 理系で５教科中心のコース、国英を中心としたコース

３． 3 つの力を身に付けさせます

○関わる力…多様な資源（ モノ・ コト ） に関心を持ち、他者（ ヒト ） と協働する

（ 例） 伝統文化体験学習、地域医療体験学習、中山間地域体験学習、

国際交流体験学習、スキー研修

○描く力…これまで得た知識や経験をもとに、自分や地域の未来を描く

（ 例） 雲南管内企業見学、飯南ジョブフェア、上級学校訪問、授業体験

職業人講話

○発信する力…地域･高校の魅力や課題、自らの考えや夢を発信する

（ 例） プレゼンテーション講座、プロジェクト学習講座

課題研究（ 生命地域学発表）

４．保小中高一貫教育を推進します

○飯南町で育てたい７つの資質･能力

主体性、課題発見力、計画力、創造力、巻き込む力、実行力、発信力

飯南町キャリア・ パスポートでの目標設定・ 振り返り















IT







- 1 -





島根県立江津工業高等学校スクール・ポリシー

１年生基礎力の定着 ３年生実践力の育成

このような生徒を求めています。

本校の使命や教育方針を理解し、将来の目標に向かって、工業に関する学業などに積極的に取り組み、ものづ
くりや資格取得などに目的意識を持って取り組む意欲のある生徒や、人権尊重の精神を持ち部活動や奉仕活動
などにおいて、入学後も積極的に取り組む意欲がある生徒を求めています。

指導計画

主体的・対話的で深い学びの深化
・課題研究で探究学習の高度化
課題を発見し解決していく能力の育成

・ICT機器の活用能力の向上
・プレゼンテーション力の向上
・現場見学・体験・社会貢献
・進路ガイダンス
・ものづくり研究発表会
・コンソーシアムで多様性の協働学習

問題解決型課題研究に挑戦する
・専門分野への興味をさらに高める
進路実現につなげる（就職・進学）
・高度資格取得への挑戦

主体的・対話的で深い学びの発展
・専門教科への深い学び
・進路目標の明確化と学習目標
・職業資格取得・検定への挑戦
・コミュニケーション力の育成
・県内外企業見学
・インターンシップ
・進路ガイダンス
・家庭学習の充実

技術・技能を高める
・資格取得への挑戦
・コースごとの選択科目を学習し
専門分野の学習を深める

主体的・対話的で深い学びの実践
・学習習慣の定着
・家庭学習の習慣化
・規律ある授業態度の育成
・少人数指導
・進路に関する情報集め
・地元企業現場見学
・進路ガイダンス
・地元企業と連携授業

工業技術の基礎基本を習得
・技能の基本を習得
・ものづくりキャリアパスポート

地域産業を担うテクノロジストの育成
技能者（テクニシャン）＋技術者（エンジニア）の要素を持つ＝テクノロジストの育成（本校の使命：スクール・ミッション）

このような学びを行います。

このような力を身につけます。

共通教科を中心とした基礎学力の定着から、工業に関する、機械、電気、建築に関する専門教科を座学だけで
はなく実習等の実技を通して協働的・実践的・体験的に学び、技術・技能の習得を段階的・計画的に行うこと
で職業観・勤労観を身につけながら、就職や進学に対応できる学力を身につけます。また、課題研究など協働
型・問題解決型探究型学習を通して主体的に思考する発展的な学習を行いプレゼンテーション力、自己管理能
力を育成します。技術や技能を身につけて、高度資格取得にも挑戦します。

教育基本法に則り、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を養うとともに、多様性を受け入
れ、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた地域産業を担うテクノロジストを育成します。

・自立・協働・創造の資質と人権感覚を持った工業人となるための実践力を身につけます。
・5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動ができる人間力を身につけます。
・KY（危険予知）能力と技術力・判断力を身につけます。

２年生応用力の育成

工業技術基礎 インターンシップ 課題研究発表会

GO►GOTSUコンソーシアム

②｢みがく｣事業①｢つながる｣事業 ③｢つたえる｣事業

魅力化事業３本柱と

人間力・社会力・協働力・探究力の向上 ものづくり技術力・学力の向上 表現力・情報発信力の向上

生徒育成方針

（求める生徒像：アドミッション・ポリシー）

（卒業までに身につける力：グラデュエーション・ポリシー）

（教育の方針：カリキュラム・ポリシー）

多様な他者を理解し思いやる力
プレゼンテーション力
自己管理能力
社会人として必要な人間力

工業技術の基礎・基本を学ぶ
チームワークを学ぶ
全体を見渡して判断する力

資格取得
現場で学び視野を広げる
主体的に行動する力

多様性のある深い学び



令和５年度島根県立浜田高等学校［ 全日制課程］ スク－ルポリシ－ 

〇アドミッション・ ポリシ－（ 求める生徒像）  

  中学校において基礎学力を身につけ、勉学への強い関心と意欲を持っている生徒 

  自己実現に向けて誠実な努力ができ、本校での様々 な活動に主体的に参加できる生徒 

〇カリキュラム・ ポリシ－ 

  共通内容 生徒会活動・ 学校行事・ 部活動等多様な他者との協働場面を設ける。  

大学・ 社会でも学びを継続できる幅広い教養と主体性を身につける。  

普通科  文系・ 理系の基盤となる学力を養成する。  

総合的な探究の時間「 HIRAKU」 で地域についての課題解決学習を行う。  

理数科  理数系に重点を置いた学力を養成する。  

総合的な探究の時間「 HIRAKU」 で課題研究や首都圏研修等の多様な学習を行う。 

〇グラデュエ－ション・ ポリシ－ 

  ＤＡＶｉ ＮＣｈ  Ｇｓ （ ダヴィンチ・ ゴ－ルズ）  

  Di versi ty（ 多様性） 多様な価値観・ 個性を尊重できる感性 

    Accord（ 主体性） 自ら進んで取り組む力 of one’ s own accord(自発的) 

    Vi si on（ 先見性） 広い知識と視野を持ち、自己を見つめ、将来を見通す力 

    Network（ 協働制） つながりを大切にし、他者と協働する力 

    Chal l enge（ 挑戦） 失敗を恐れず、積極的に行動する力 























2022.5
教育の方向性

隠岐水産高等学校

過去経験したことのない時代を迎え 新たな指導、学校行事の構築！

我々のホームグランドは海

全国 46 校（しかない）水産高校！より高い差別化！

１．教育環境の再認識！
①漁業（航海）、機関、食品、栽培、そして漁業専攻科、機関専攻科を設置し、大型練習

船を有する学校は２０校

 ②隠岐水教育の わくわく感！

神 海 丸 実 習：日本最大の練習船による日本一周航海、ハワイ航海

漁業（海洋）実習：全国随一の実習環境。隣接する実習海面で漁業やﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ

機 関 実 習：島内唯一の機械・電気・冷凍に関する海洋工学系教育！

食 品 加 工 実 習：全 国 一の缶詰生産量

栽 培 実 習：県内唯一の栽培系コース

 ③実験・実習重視の授業時数（総時数の 10 分の 5 以上を配当：学習指導要領）

 ④地域（隠岐の島町）の支援

２．生徒と教員そして地域がともに成長する開かれた学校（魅力化）

隠岐水産高校の教育そのものが魅力満載！
 ①地元（県内生）の生徒を大切にしつつ、島外生（県外生）を積極的に受け入れ互いに

切磋琢磨する全国区の高等学校を目指す！

 ②生 徒：入学してよかった！  成長を実感できる生活（資格・部活・実習）

保護者：入学させてよかった！ 子どもの成長と安心感 教職員への信頼

教職員：勤めてよかった！   指導力向上 生徒からの信頼 成長を支える喜び

地 域：支援してよかった！  学校の魅力を認識。人材育成、地域経済の活性化

３．普通（科）ではない高校！
普通を求めていない！専門的学習（知識技術）、資格取得をとおして

 ①生徒が自ら意欲的に取り組む学校生活の展開

 ②社会人として必要な資質の育成と基本的生活習慣の確立

 ③望ましい勤労観の育成と進路指導の充実

 ④人権教育、道徳教育の充実

４．プチ目標設定
 身につけさせたい力を明確にしつつ、挑戦できる身近な目標を設定

 ①各種国家試験への挑戦 

 ②乗船実習 カッター訓練⇒小型船舶⇒大型船舶⇒遠洋航海

 ③製造実習 月間・年間製造目標個数の設定

 ④栽培実習 季節毎の作業目標設定

５．積極的な情報発信
見える化：学校の目標、学習などの活動実態を具体化し、学校は何を目指しているのか？

生徒はどう取り組んでいるか？担当教員だけではなく、全教職員、保護者、卒業生、地

域、中学生にも伝えることにより本校教育をより理解していただくよう努める。

①保護者・地域・教職員へ学校便り、PTA 便り

②科便り、コース便り、クラス通信やＨＰの充実

③行政（隠岐の島町）との連携


